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会員規定 

初版 

特定非営利活動法人猫のシェルターアリエル 

第 1条（目的） 

本規程は、特定非営利活動法人猫のシェルターアリエル（以下「当法人」という。）の会員に関する事項につ

いて定め、当法人の適正かつ円滑な運営を図ることを目的とする。 

 

第 2条（会員種別） 

当法人の会員は、定款第 6条に定める次の 2種とする。 

(1) 正会員 

当法人の目的に賛同し入会した個人又は団体 

(2) 賛助会員 

当法人の目的に賛同し事業を賛助するために入会した個人又は団体 

 

第 3条（入会） 

会員として入会しようとする者は、代表理事が定める方法により申し込むものとする。 

2 代表理事は、定款及び本規程に基づき入会の可否を決定する。 

3 入会を認めない場合は、定款第 7条第 3項に基づき、理由を付した書面をもって通知する。 

 

第 4条（入会成立） 

入会を承認された者は、定められた会費を納入した日をもって会員資格を取得する。 

 

第 5条（入会を承認しない場合） 

代表理事は、入会申込者が次の各号のいずれかに該当すると認められる場合、入会を承認しないことがで

きる。 

(1) 当法人の目的又は定款に賛同していないと認められる場合 

(2) 当法人の定款、規程、規約、細則又は理事会決定事項を遵守する意思が認められない場合 

(3) 当法人の活動において、指示系統を無視した独断的行動その他組織運営に重大な支障を生じさせるお

それがある場合 

(4) 過去に当法人から改善指導又は是正要請を受けたにもかかわらず改善が認められない場合 

(5) 当法人の名誉、信用又は円滑な運営に重大な支障を及ぼした事実がある場合 

(6) 他の会員、役員又は関係者との協働が著しく困難であると認められる場合 

(7) その他、当法人の目的達成又は円滑な運営に支障を及ぼす具体的かつ合理的な理由がある場合 

 

第 6条（会費） 

会員は総会で定める会費を納入しなければならない。 

2 会費は次のとおりとする。 

(1) 正会員 年額 6,000円 
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(2) 賛助会員 年額 6,000円 

 

第 7条（会員資格の有効期間） 

会員資格は、定款に定める事由により喪失するまで継続する。 

ただし会費は毎年度納入しなければならない。 

 

第 8条（会員資格の喪失） 

会員は定款第 9条に定めるほか、次の各号のいずれかに該当するときは会員資格を喪失する。 

(1) 会費を 1年以上滞納したとき 

(2) 総会の議決により除名されたとき 

(3) 本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき 

 

第 9条（退会） 

会員は、所定の退会届を提出することにより任意に退会することができる。 

 

第 10条（除名） 

会員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決により除名することができる。 

(1) 定款、本規程その他当法人の定める規則に違反したとき 

(2) 当法人の名誉又は信用を著しく傷つけたとき 

(3) 当法人の目的に反する行為を行ったとき 

(4) 当法人の活動又は運営に重大な支障を生じさせたとき 

2 除名にあたっては、当該会員に弁明の機会を与えるものとする。 

 

第 11条（会員の権利） 

会員は次の権利を有する。 

(1) 会員は、当法人の活動及び事業に参加することができる。  

(2) 正会員は、定款に定めるところにより総会における議決権を有する。  

(3) 会員は、当法人が発信する情報を受けることができる。  

(4) 会員資格は、保護猫の飼養管理、譲渡業務、施設管理その他現場活動への参加を保証するものでは

ない。  

(5) 前項の現場活動への参加については、別に定めるボランティア規約その他の運営ルールに基づき、代

表理事が承認するものとする。 

(6) 正会員その他の会員がボランティア活動に参加する場合は、当該活動中はボランティアとしての立場に

おいてボランティア規約及び現場責任者の指示に従うものとする。 

 

第 12条（会員の義務） 

会員は次の事項を遵守しなければならない。 

(1) 定款、本規程、ボランティア活動規約、理事会決定事項その他当法人が定める運営ルールを遵守する

こと  
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(2) 当法人の目的及び活動方針を尊重すること 

(3) 他の会員、役員及び関係者を尊重し協力すること 

(4) 異なる意見を有する場合であっても、所定の手続及び連絡系統を通じて意見を表明すること 

(5) 総会及び理事会等の意思決定機関による決定事項を尊重すること 

(6) 当法人の活動又は運営に著しい支障を及ぼす行為を行わないこと 

(7) 当法人の活動を通じて知り得た個人情報及び機密情報を漏洩しないこと 

(8) 前項の情報漏洩の禁止は、会員資格を喪失した場合継続される 

 

第 13条（正会員の適格性） 

正会員は、当法人の社員として法人運営に参画する立場であることを理解し、次の要件を満たさなければ

ならない。 

(1) 当法人の目的及び定款を理解し尊重していること 

(2) 総会及び理事会による意思決定を尊重できること 

(3) 異なる意見が採用されなかった場合であっても、決定事項に従う意思を有すること 

(4) 法人運営に必要な信頼関係を維持できること 

(5) 当法人の円滑な運営に協力できること 

2 前項各号の要件を欠くと認められる場合は、正会員としての適格性を欠くものと判断することができ、入

会承認又は会員資格の継続判断にあたり考慮することができる。 

 

第 14条（会費等の不返還） 

既納の会費及びその他の拠出金品は返還しない。 

 

第 15条（規程の改廃） 

本規程の制定、改正及び廃止は理事会の議決による。 

 

附則 

本規程は 2026年 5月 1日より施行する。 

本規程の施行に伴い、「会員規約」は廃止する。 


